
マイスター・ハイスクール普及促進事業
令和６年度 実施報告

新潟県教育委員会

「次世代の水産業・農業を担う
プロフェッショナルの育成」



管理機関名（新潟県教育委員会）、学校名（新潟県立海洋高等学校） 令和６年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（先進的取組型）

次世代の水産業・農業を担うプロフェッショナルの育成
・産業構造の変化に即応した産業人材育成が急務
・海洋高校においては産業界と連携した課題解決型の教育プログラムを展開
・海洋高校の産業界と連携した取組の成果を、県内の他の専門高校に普及できていない

現状と
課題

海洋高校におけるマイスター・ハイスクール事業の成果を、近隣の専門高校（農業高校）
に普及し、ＩＣＴの活用や六次産業化等、次世代を担う産業人材を育成する

事業の
目的

事業概要

R３～５ 海洋高校
マイスター・ハイスクール事業

R６～７
ＴＡＮｰＫＹ(探究)プロジェクト

～海洋高校のノウハウの普及・促進～

発
展
・
普
及

企業、大学、研究所、自治体
連携 連携

①水産資源の生産・育成

②加工・商品開発

③販売促進・ブランド化

目
的

地域理解 六次産業ICT活用× ×

CEOによる
コーディ
ネート

①アカムツ種苗生産、①サケ発眼卵放流、①チョウザメ養殖、
①有用海藻類の水中ドローンによる調査、 ②商品開発、
③アンテナショップのOMO 等

地域理解 六次産業スマート
水産業× ×

１年：海洋情報技術、地域探究 ２・３年：課題研究等

地域理解 六次産業スマート
農業× ×

①ＤＸハイスクールによる農業のスマート化、
①③GGAPを受けたコシヒカリ生産、 ②商品開発 等

１年：農業と情報 ２・３年：課題研究等

海洋高校(KaiYou)：拠点校 ～事業の深化・発展～

高田農業高校(TAkadaNougyo)：普及対象校

課
題
解
決

１年：海洋情報技術、地域探究
２・３年：総合実習、課題研究

カリキュラム

①アカムツ種苗生産、①チョウザメ養殖、
①アクアポニックス事業化、②魚醤ラーメンの開発
②新潟オリジナル鱒寿司の開発、③D2Cビジネス
③HACCP、③アンテナショップのOMO 等

・有機肥料の製造 ・アクアポニックス(水産養殖)
・柿の葉寿司の開発

２校
連携

・有機農業の実践 ・アクアポニックス(水耕栽培)
・柿の葉寿司の開発

２校
連携



管理機関名（新潟県教育委員会）、学校名（新潟県立海洋高等学校） 令和６年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（先進的取組型）

次世代の水産業・農業を担うプロフェッショナルの育成

マイスター・ハイスクール推進委員会
・事業の成果の検証
・事業の改善 等

推進機関

連 携 機 関

(株)能水商店、 (株)能生町観光物産センター、糸魚川信用組合、上越漁業協同組合、

能生内水面漁業協同組合、 (有)ＳＫフロンティア、(株)柏崎エコクリエイティブ、

(同)シーベジタブル、上越市立水族博物館、近畿大学水産研究所、糸魚川市 等

海洋高校（拠点校）

産業実務家教員（食品開発、観光誘客）
高田農業高校（普及対象校）連携

マイスター・ハイスクールＣＥＯ
・事業進捗管理、学校内外情報共有
・外部講師による講演、実習の調整 等

連絡調整

連絡調整

マイスター・ハイスクール運営委員会
・事業概要及び事業目標の策定
・推進機関の取組に対する評価（監査）
・推進機関の取組に対する指導・助言 等



令和6年度 実施状況



学校設定科目「地域探究」(１学年、全員)２単位

関連カリキュラム

水産科目「海洋情報技術」(１学年、全員)２単位

水産科目：「総合実習」（２・３学年、全員）２～４単位/年間

水産科目：「課題研究」（２・３学年、全員）２～３単位/年間

拠点校事業 実施関連科目

普及対象校事業 実施関連科目

農業科目：「作物」（農業生産コース２・３学年、全員）２～３単位/年間

農業科目：「課題研究」（農業生産コース２・３学年、全員）各学年４単位/年間

＜課題＞
上記授業時間内で２校の教員または生徒がそれぞれの知識や技術を教え合い、
協働した学びを行ったが、十分な時間の確保が必要であったと考えている。

農業科目「農業と情報」(１学年、全員)２単位



拠点校と普及対象校の ＴＡＮ-ＫＹプロジェクト

アクアポニックスの共同運用

上越市立水族館「うみがたりガーデン2024」の
アクアポニックス企画展を海洋高校が運営した。

海洋高校の生徒が高田農業高校に小規模アクアポニック
スを設置した。水耕栽培技術をもつ高田農業高校と連携
することで「うみがたりガーデン2025」の内容充実を
図る。



高田農業高校の生徒が「海洋高校アクアポニックスプラント」を見学し、水耕栽培技術に
関する授業を海洋高校と高田農業高校の合同で実施することで、お互いの知見に基づいく、
学習が進展している。



投棄魚や加工残渣からつくる有機肥料による有機農業の普及

能生名物カニの殻や漁協投棄魚を回収

（株）柏崎エコクリエイティブ様より技術指導

令和７年９月～11月に計13回の製造を実施。
約480 kgの廃棄物から約200 kgの肥料が完成。

（動画）



今年度の高田農業高校は、堆肥製造機の見学や秋植え
ジャガイモの肥料使用から着手。同高校食品科学科で
タンパク質含有量の分析も行う。

令和７年１月に、新潟県農林水産部農産園芸課より「新潟
県みどりの食料システム戦略」における有機農業産地づく
り推進の概要や事例を講義していただき、ＴＡＮ-ＫＹプロ
ジェクトの方向性を検討する機会とする。

令和７年度は、サンプル肥料を県内農業高校や地域内の
農業生産者等に配付し、生育状況のフィードバックをい
ただき効能を把握。地域内でスケールアップしたときの
事業規模も試算する。

（動画）



新潟オリジナル鱒寿司の量産化へ

ネタの一次加工工程の確立

GGAP認証更新
冷凍手毬寿司メーカーから常温
解凍喫食可能な規格で量産開発

HACCPによる工程管理の検討

HACCP認証
令和7年11月

最終商品イメージ

海洋高校

高田農業高校



教員研修会（拠点校・普及対象校）

研修会で生徒の「実践力」の伸び悩みが確認された。この「実践力」を向上す
るために必要な教材提供や探究学習支援など生徒への関わり方等を議論した。
研修会等では、教員が仮説を立て対応を考えるなど、実践指針を検討した。

海洋高等学校（8月）



マイスター・ハイスクールＣＥＯに
よる「ＴＡＮ-ＫＹプロジェクト」の
意義の解説と校内普及に向けた意識
醸成する。

高田農業高等学校（12月）海洋高等学校（１月）

「実践力」が含まれる「対課題基礎力」
が伸びた生徒と伸びなかった生徒への
ヒアリング結果にもとづき、今後必要な
支援を学年単位で検討する。



「学びみらいPASS」 による事業効果測定

出典：河合塾 学びみらいPASSパンフレット

① 情報収集力
② 情報分析力
③ 課題発見力
④ 構想力

対人基礎力
① 親和力 ② 協働力 ③ 統率力

対自己基礎力
④ 感情制御力 ⑤ 自信創出力 ⑥ 行動持続力

対課題基礎力
⑦ 課題発見力 ⑧ 計画立案力 ⑨ 実践力

リテラシー コンピテンシー



１年生４月 ２年生４月 ３年生４月 ３年生12月

「学びみらいPASS」実施時期

〈結果の活用〉
・生徒は実際の経験を振り返って、自分の強み・弱みを理解する。
・教員は生徒の成長ビジョンに対する動機付けを行う。

学年の最初に受検して、まずは現時点での資質・
能力を客観視する。

２年次以降は、前年度の振り返りと今年度
伸長させたい能力に対する意識を高める。







令和５年度３年生のリテラシー（R4年4月・R5年4月・R5年12月）

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

情報収集力 情報分析力 課題発見力 構想力

全国３年生 2年生（R4.4） 3年生（R5.4） 3年生（R5.12）



令和６年度３年生のリテラシー（R4年4月・R5年4月・R6年４月）

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

情報収集力 情報分析力 課題発見力 構想力

全国３年生 １年生（R4.4） ２年生（R5.4） ３年生（R6.4）



2.0

2.5

3.0

3.5

親和力 協働力 統率力 感情制御力 自信創出力 行動持続力 課題発見力 計画立案力 実践力

全国3年生 2年生（R4.4） 3年生（R5.4） 3年生（R5.12）

令和５年度３年生のコンピテンシー（R4年4月・R5年4月・R5年12月）



令和６年度３年生のコンピテンシー（R4年4月・R5年4月・R6年４月）

2.0

2.5

3.0

3.5

親和力 協働力 統率力 感情制御力 自信創出力 行動持続力 課題発見力 計画立案力 実践力

全国2年生 1年生（R4.4） 2年生（R5.4） ３年生（R6.4）



1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

情報収集力 情報分析力 課題発見力 構想力

全国３年生 １年生（R4.4） ２年生（R5.4） ３年生（R6.4） 高田農業3年（R6.4）

令和６年度海洋高校３年生（R4年4月・R5年4月・R6年４月）と
高田農業高校作物コース３年生（R6年４月）のリテラシー



2.0

2.5

3.0

3.5

親和力 協働力 統率力 感情制御力 自信創出力 行動持続力 課題発見力 計画立案力 実践力

全国2年生 1年生（R4.4） 2年生（R5.4） ３年生（R6.4） 高田農業３年生（R6.4）

令和６年度海洋高校３年生（R4年4月・R5年4月・R6年４月）と
高田農業高校作物コース３年生（R6年４月）のコンピテンシー



・令和６年度３年生４月のリテラシーは、令和５年度３年生
のそれと比較して、４つの力すべてにおいて高い。

・令和６年度３年生４月のコンピテンシーは、令和５年度３年生
のそれと比較して、9つ中8つの力において高い。

→ ２年生までの教育課程の影響？
1年生 学校設定科目「地域探究」配置
2年生 全コース「課題研究」配置

・海洋高等学校と高田農業高等学校を比較すると
リテラシーは同程度。
コンピテンシーは、対人基礎力において海洋高校が高い。

「学びみらいPASS」 による事業効果測定



テーマ毎に産業界や行政等と連携し、生徒が系統学習で学んだことを発
揮しながら、「経験学習」を積み上げられる質の高い探究学習を行う指
導スキルの向上が教員に求められている。

具体的経験
Concrete Experience

能動的実験
ActiveExperimentation

内省的観察
Reflective Observation

抽象化概念化
AbstractConceptualization

仮説や理論を実際の場面で試す

具体的なエピソード的経験
（成功・失敗等）を積む

経験を多様な観点から振り返る

他のケースでも応用できるように
自分のなかで持論をつくる

行動

経験

言語化

概念化

コルブの経験学習モデル

ある程度形式的でも、すべての
教員が使える「リフレクション
マニュアル」が必要か



今年度の成果と課題

＜成果＞
・ＴＡＮ-ＫＹプロジェクトが各校で進展している。

・海洋高校において校内企画による教員研修会を実施した。

・学びみらいPASSの結果からMHによるカリキュラム刷新の効果が見え始めた。

（受賞）
・鮭の発眼卵放流と鮭加工品開発が「令和６年度 環境保全功労者等環境大臣表彰」

・マイスター・ハイスクール事業（令和３年～５年）で確立した産学官連携による
実践的かつ産業現場に即した教育が「第13回キャリア教育推進連携表彰 優秀賞

（文部科学省・経済産業省共同実施）」



＜課題＞
① ＴＡＮ-ＫＹプロジェクトの進展に伴う教員の資質・能力の向上。

②「学びみらいPASS」を用いた生徒の資質・能力の向上を目指した
丁寧なリフレクションの実施。

③ ＴＡＮ-ＫＹプロジェクトにおける生徒の主体性の向上。

＜令和７年度の重点的取組＞
① 生徒職員間の交流機会増、普及対象校における農業生産コースの成果の

可視化。

② 教員研修における「学びみらいPASS」のデータに基づく教員研修の継続
及び普及対象校への普及。

③ MH推進委員会に生徒も参加し、成果や課題を委員と共有して対話しなが
ら課題解決に向けた見通しや計画を立て、実行していくサイクルを構築。


